
　
春
の
陽
気
の
中
、
３
月
１
日
、
笠
間
市

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
今
年
も

85
歳
以
上
の
方
々
を
招
待
し
た
「
ふ
れ
あ

い
食
事
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
は
春
を
感
じ
さ
せ
る
ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
・
水
仙
・
椿
、
参
加
者
の
名
札
に
添

え
て
干
支
・
馬
の
折
り
紙
が
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
旭
支
部
（
平
林
英
男
支
部
長
）
役
員
、

女
性
部
に
じ
の
会
（
渡
辺
米
子
会
長
）、

各
地
区
の
区
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
な
ど
多
数
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
平
林
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
山
口
伸
樹

笠
間
市
長
、
布
施
信
行
社
協
事
務
局
長
か

ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
ず
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
。
最

初
に
、「
野
菊
の
会
」
に
よ
る
狐
踊
り
と

ひ
ょ
っ
と
こ
・
お
か
め
踊
り
。
次
に
、「
ち

ん
ど
ん
夢
之
家
」
の
滑
ら
か
な
口
上
と
南

京
玉
す
だ
れ
の
妙
技
。
巧
み
な
技
に
会
場

は
笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
。
お
弁

当
に
は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
品
、
食
べ
や
す
く
し

た
鮪
の
照
り
煮
や
煮
物
、
和
え
物
、
彩
の

あ
る
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
玉
子
焼
き
、
イ
ン

ゲ
ン
な
ど
、
家
庭
的
な
献
立
、
そ
し
て
い

ろ
い
ろ
な
味
の
組
合

せ
。
お
味
噌
汁
と
デ

ザ
ー
ト
の
お
饅
頭
。

「
に
じ
の
会
」
の
工

夫
と
思
い
や
り
が
詰

ま
っ
た
食
事
を
、
皆

さ
ん
「
お
い
し
い
ね
。

食
べ
や
す
い
…
」
と

楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
い
た
だ
き
、

「
来
年
も
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

合
い
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
１
月
は
「
行
く
」。
２
月
は
「
逃

げ
る
」。
３
月
は
「
去
る
」。
三
か

月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
４
月
は
「
？
」。「
シ
↓
ヨ
ン
↓

ヨ
ー
イ
ど
ん
！
」
で
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
の
４
月
で
す
。
入
社
・
入

学
・
進
学
し
た
人
も
ピ
カ
ピ
カ
輝

い
て
見
え
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な

く
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
何
か
一
つ

始
め
て
み
た
い
で
す
ね
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６
―
７
７
―
０
７
３
０

　５月末から10月ごろ
迄数回発生し、成虫で
越冬します。冬の晴れ
た日に日向ぼっこをす
る姿を見ると嬉しくな
ります。幼虫はイラク
サ科のカラムシなどを食べて育ちます。（平林）

　
令
和
７
年
度
社
会
福
祉
協
議

会
会
員
会
費
募
集
に
当
た
り
、
支

部
委
員
・
福
祉
推
進
委
員
の
皆
様

か
ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
蔭
様
で
左
表
の
と
お
り
、

会
員
会
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
方

の
地
域
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
の
賜
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
な
お
、
当
支
部
に
対
す
る
交
付

金
は
、
還
元
金
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
、
及
び
広
報
助
成
金

を
合
わ
せ
て
１
０
１
万
４
７
０
０

円
で
し
た
。

　
交
付
金
は
、
子
供
会
育
成
会
と

高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
及
び
在

宅
介
護
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
輪
投
げ
大
会
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
福
祉
推

進
員
研
修
会
等
の
支
部
事
業
に
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
会
員
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
旭
支
部
役
員
一
同

矢 野 下 藤 株
矢 野 下 下 郷
大 沢 上 １
大 沢 上 ２
大 沢 上 ３
大 沢 下 １
大 沢 下 ２
八 幡 台 １
八 幡 台 ２
原 団 地
清 住 町
若 狭 山 団 地
旭 台
旭 台 団 地 １
旭 台 団 地 ２
旭 台 団 地 ３
旭 台 団 地 ４
旭 平 １
旭 平 ２
旭 平 団 地
旭 崎 １
旭 崎 ２
緑 ヶ 丘 団 地
サンステージ
矢 野 下 本 郷
個 人

合　　計 

5,000

30,000

3,000

18,000

51,000

16,000

123,000

5,000
3,000
3,000

6,000
3,000

6,000

5,000

12,000

10,000
53,000

16,000
74,000
97,000
37,000
48,000

110,000
101,000
60,000
63,000
42,000
70,000
38,000

100,000
66,000
64,000
67,000
34,000

220,000
88,000
42,000
75,000
29,000
15,000
19,000
3,000

1,578,000

16,000
79,000

105,000
40,000
48,000

146,000
104,000
63,000
63,000
42,000
70,000
44,000

118,000
66,000
64,000
67,000
34,000

220,000
144,000
42,000

103,000
29,000
15,000
19,000
3,000

10,000
1,754,000

令 和 7 年 度 大 旭 支 部 会 員 会 費 報 告
地区名 法　人 特　別 一　般 金額合計

令
和
７
年
度
会
員
会
費
の
報
告
と
お
礼

　
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
民
生
委
員

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
で
、
次
の

方
々
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。
　（
敬
称
略
）

 

■ 

地
区
　
旭
崎
１
・
２
　
原
団
地

　
・
新
任
者
　
片
野
　
敏
文

　
・
退
任
者
　
阿
部
　
幸
雄

 

■ 

地
区
　
旭
台
団
地
１
・２
・３
・４

　
・
新
任
者
　
塩
田
　
眞
人

　
・
退
任
者
　
阿
久
津
　
英
治

 

■ 

主
任
児
童
委
員

　
・
新
任
者
　
米
田
　
智
子

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
、
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
相
談
の

内
容
に
よ
り
、
市
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ

な
ぎ
ま
す
。
各
地
区
の
委
員
に
連

絡
・
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
学

校
や
福
祉
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
虐
待
防
止
や
子
ど
も
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

※「
改
選
の
お
知
ら
せ
」な
ど
の
詳
細
は
、

　
民
児
協
『
ぬ
く
も
り
№
20
　
３
月
発

　
行
』
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
食
事
会

ふ
れ
あ
い
食
事
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　改
選
の
お
知
ら
せ

笑
っ
て
、
食
べ
て

　
　 

寿
ぎ
の
ひ
と
と
き

笑
っ
て
、
食
べ
て

　
　 

寿
ぎ
の
ひ
と
と
き

（4）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き

蝶 図
鑑 アカタテハ

第１38号
笠間市社会福祉協議会大旭支部

大旭支部長　平 林 英 男
大 旭 支 部 広 報 委員会
令 和 ８ 年 ３ 月 31 日

有 限 会 社 大 塩 企 画

発 行
編 集
発 行日

印 刷

笑顔広がる 南京すだれ

長寿をお祝いした
「まごころのお弁当」

春の祝宴に 華を添えて

こ
と
ほ

こ
と
ほ

ふれあい食事会　☆短歌 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
消防団20分団紹介　旭台団地防災フェスティバル　☆スマホ写真（富士山） ・・・・・・・・・・・・・２
地域とともにある学校づくり（友部第二小学校運営協議会報告） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
民生委員・児童委員改選のお知らせ　令和７年度会員会費報告とお礼　蝶図鑑　あとがき ・・・・・・・４

も
く

じ

口
ご
も
り
僕
を
俺
は
と
言
い
な
お
す

　
　
　
　
　
　
小
一
の
孫
の
静
か
な
脱
皮

『
友
部
短
歌
会
』
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
・

午
後
１
時
か
ら
、
友
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
短
歌
を
学
ん
で
み
た
い
と
思
う

方
、
ご
一
緒
に
歌
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
友
部
図
書
館
に
『
友
部
短
歌
合
同
歌

集
』
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎ 短
歌
大
木
　澄
江（
旭
平
団
地
）

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
の
届
く
ダ
イ
ニ
ン
グ

 「
彼
れ
が
咲
い
た
よ
」「
そ
う
ね
彼
れ
だ
ね
」

あ



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

　
友
部
第
二
小
学
校
の
学
校

運
営
協
議
会
は
、
学
校
、
保

護
者
、
地
域
の
方
々
が
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、連
携
、

協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

学
校
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
季
節
の
行
事

の
お
飾
り
準
備
や
除
草
作
業

な
ど
の
環
境
整
備
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
ア
ル
ミ
缶

回
収
に
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
回
収
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、

学
校
教
育
活
動
に
還
元
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
今
年
度
は

１
月
ま
で
に
５
２
０
㎏
、
５
万
７

６
６
０
円
の
回
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
雨
の
日
や
熱
中
症
指
数
が
高

い
日
な
ど
に
教
室
内
で
遊
ぶ
た
め

の
ト
ラ
ン
プ
、
す
ご
ろ
く
用
品
を

各
学
級
６
セ
ッ
ト
ず
つ
購
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
十
八
回
「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」

で
学
校
の
最
優
秀
賞
「
ガ
ー
デ
ン

マ
ム
金
賞
」
を
受
賞
。
見
事
に
咲

い
た
ガ
ー
デ
ン
マ
ム
が
笠
間
稲
荷

の
境
内
や
参
道
を
飾
り
ま
し
た
。

森
ビ
ル
株
式
会
社
か
ら
女
子
ト
イ

レ
十
八
個
室
に
生
理
用
品
の
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
の
補
充
分

ま
で
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
校
栄
養
教
諭
が
、
学
校
給
食
献

立
コ
ン
テ
ス
ト
で
県
知
事
賞
（
最

上
位
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
い

ろ
ど
り
豊
か

な
献
立
が
評

価
さ
れ
ま
し

た
。

友
部
二
小 

環
境
委
員
会
よ
り

地
域
の
皆
様
へ

友
部
二
小 

環
境
委
員
会
よ
り

地
域
の
皆
様
へ

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

友
部
第
二
小
学
校
運
営
協
議
会
報
告

　
笠
間
市
消
防
団
20
分
団
の
構
成

す
る
区
域
は
、「
平
町
・
矢
野
下
・

大
古
山
」
で
す
。

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
・
消
防

署
と
同
じ
く
消
防
組
織
法
に
基
づ

い
て
、
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消

防
機
関
で
す
。

　
災
害
時
は
消
火
活
動
、
地
震
・

風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
救

助
・
救
出
・
避
難
誘
導
等
に
当
た

り
ま
す
。
平
時
は
訓
練
・
防
火
啓

発
活
動
・
地
域
行
事
の
際
の
警
戒

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
20
分
団
も
、
消
防
署

な
ど
と
連
携
し
て
地
域
を
守
っ
て

い
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
の
活
動
】

４
月
　
本
部
会
議
　
分
団
長
会
議

５
月
　
夏
季
訓
練

６
月
　
消
防
団
に
よ
る
団
体
献
血

　
　
　
協
力

10
月
　
ポ
ン
プ
操
法
大
会
応
援

　
　
　
消
防
団
長
会
議

11
月
　
秋
季
訓
練

令
和
８
年
１
月

　
　
　
出
初
式

　
　
　
後
援
会
と
の
新
年
懇
親
会

　
　
　
火
入
れ（
芝
焼
き
害
虫
駆
除
）

※
毎
月
10
日
、
20
日
に
地
区
内
夜

警
・
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
】

○
笠
間
市
に
在
住
し
て
い
る
方

○
笠
間
市
に
勤
務
し
て
い
る
方

○
18
歳
以
上
の
方

○
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
男
性
で
も
、
女
性
で
も
入
団
で

き
ま
す
の
で
、
一
緒
に
地
域
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

友二小ＨＰ

　
11
月
29
日
（
土
）
旭
台
団
地
会

館
、
運
動
公
園
で
、
防
災
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

と
保
護
者
を
は
じ
め
団
地
に
住
ん

で
い
る
1
1
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
（
森
英
三
第
１

区
長
・
前
原
晃
第
２
区
長
・
永
作

富
雄
第
３
区
長
、
各
班
長
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
の
企
画
や
各
ブ
ー
ス
の

運
営
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

【
体
験
型
防
災
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
の
テ
ー
マ
】

○
色
々
な
体
験
を
通
し
て
、
防
災

対
応
力
を
高
め
よ
う
！

○
お
楽
し
み
会
で
町
の
人
と
仲
良

く
な
っ
ち
ゃ
お
う
。

　
ま
た
、
ブ
ー
ス
は
５
か
所
に
分

か
れ
、
市
役
所
危
機
管
理
課
、
友

部
消
防
署
、消
防
団
第
23
分
団（
旭

町
）
の
協
力
と
支
援
に
よ
り
、
多

彩
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

①
危
機
管
理
課
ブ
ー
ス

•
簡
易
ベ
ッ
ド
組
立
体
験

•
非
常
食
の
試
食
体
験
　
な
ど

②
自
治
会
ブ
ー
ス

•
倉
庫
で
保
管
し
て
い
る
災
害
関

連
備
品
の
使
用
体
験（
発
電
機
）

•
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練

③
消
防
団
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー

•
防
火
服
を
着
て
消
防
車
乗
車
体

験
、
記
念
撮
影
会

④
消
防
署
関
連
ブ
ー
ス

•
消
火
器
＋
煙
の
体
験

•
簡
易
担
架
搬
送
　
な
ど

⑤
お
楽
し
み
体
験

•
焚
火
で
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き

•
竹
カ
ッ
プ
作
り
体
験

•
わ
た
あ
め
試
食
　
な
ど

令
和
８
年
度
（
予
定
）

○
学
級
数
　
２
５

○
児
童
数
　
５
４
９
人

　
　
　（
令
和
８
年
４
月
１
日
）

◎
学
校
運
営
協
議
会
に
は
、
大

旭
支
部
、
区
長
会
か
ら
も
地

域
に
居
住
す
る
市
民
と
し
て

参
加
し
、
学
習
支
援
や
環
境

整
備
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

地域でつながる笑顔と会話

発電機、エンジンかかったわ

マシュマロおいしく焼けるかな

「
飛
行
機
か
ら
」

ス
マ
ホ
写
真

ス
マ
ホ
写
真

　
消
防
団
は
、
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で

す
。
年
額
報
酬
や
出
勤
手

当
な
ど
が
支
給
さ
れ
、
公

務
員
災
害
補
償
及
び
福
祉

共
済
が
受

け
ら
れ
ま

す
。

【連絡先】
分団長 丸田 明   090－2732－8831

笠
間
市
消
防
団

 
第
20
分
団
の
紹
介

笠
間
市
消
防
団

 
第
20
分
団
の
紹
介

分
団
長
　
　
丸
田
　
明

後
援
会
長
　
横
倉
　
勝
好

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

　 地
域
防
災
力
を
高
め
る
！

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

　 地
域
防
災
力
を
高
め
る
！

旭
台
団
地

学
校
自
慢
！

友
二
小

こいのぼり掲揚

七夕笹の準備 区長会との共同除草

おいもほりお手伝い

見守りボランティア
とともに、交通安全
教室参加

区長会を中心に、
運動会の駐車場
誘導



　
春
の
陽
気
の
中
、
３
月
１
日
、
笠
間
市

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
今
年
も

85
歳
以
上
の
方
々
を
招
待
し
た
「
ふ
れ
あ

い
食
事
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
は
春
を
感
じ
さ
せ
る
ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
・
水
仙
・
椿
、
参
加
者
の
名
札
に
添

え
て
干
支
・
馬
の
折
り
紙
が
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
旭
支
部
（
平
林
英
男
支
部
長
）
役
員
、

女
性
部
に
じ
の
会
（
渡
辺
米
子
会
長
）、

各
地
区
の
区
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
な
ど
多
数
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
平
林
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
山
口
伸
樹

笠
間
市
長
、
布
施
信
行
社
協
事
務
局
長
か

ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
ず
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
。
最

初
に
、「
野
菊
の
会
」
に
よ
る
狐
踊
り
と

ひ
ょ
っ
と
こ
・
お
か
め
踊
り
。
次
に
、「
ち

ん
ど
ん
夢
之
家
」
の
滑
ら
か
な
口
上
と
南

京
玉
す
だ
れ
の
妙
技
。
巧
み
な
技
に
会
場

は
笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
。
お
弁

当
に
は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
品
、
食
べ
や
す
く
し

た
鮪
の
照
り
煮
や
煮
物
、
和
え
物
、
彩
の

あ
る
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
玉
子
焼
き
、
イ
ン

ゲ
ン
な
ど
、
家
庭
的
な
献
立
、
そ
し
て
い

ろ
い
ろ
な
味
の
組
合

せ
。
お
味
噌
汁
と
デ

ザ
ー
ト
の
お
饅
頭
。

「
に
じ
の
会
」
の
工

夫
と
思
い
や
り
が
詰

ま
っ
た
食
事
を
、
皆

さ
ん
「
お
い
し
い
ね
。

食
べ
や
す
い
…
」
と

楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
い
た
だ
き
、

「
来
年
も
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

合
い
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
１
月
は
「
行
く
」。
２
月
は
「
逃

げ
る
」。
３
月
は
「
去
る
」。
三
か

月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
４
月
は
「
？
」。「
シ
↓
ヨ
ン
↓

ヨ
ー
イ
ど
ん
！
」
で
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
の
４
月
で
す
。
入
社
・
入

学
・
進
学
し
た
人
も
ピ
カ
ピ
カ
輝

い
て
見
え
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な

く
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
何
か
一
つ

始
め
て
み
た
い
で
す
ね
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６
―
７
７
―
０
７
３
０

　５月末から10月ごろ
迄数回発生し、成虫で
越冬します。冬の晴れ
た日に日向ぼっこをす
る姿を見ると嬉しくな
ります。幼虫はイラク
サ科のカラムシなどを食べて育ちます。（平林）

　
令
和
７
年
度
社
会
福
祉
協
議

会
会
員
会
費
募
集
に
当
た
り
、
支

部
委
員
・
福
祉
推
進
委
員
の
皆
様

か
ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
蔭
様
で
左
表
の
と
お
り
、

会
員
会
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
方

の
地
域
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
の
賜
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
な
お
、
当
支
部
に
対
す
る
交
付

金
は
、
還
元
金
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
、
及
び
広
報
助
成
金

を
合
わ
せ
て
１
０
１
万
４
７
０
０

円
で
し
た
。

　
交
付
金
は
、
子
供
会
育
成
会
と

高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
及
び
在

宅
介
護
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
輪
投
げ
大
会
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
福
祉
推

進
員
研
修
会
等
の
支
部
事
業
に
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
会
員
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
旭
支
部
役
員
一
同

矢 野 下 藤 株
矢 野 下 下 郷
大 沢 上 １
大 沢 上 ２
大 沢 上 ３
大 沢 下 １
大 沢 下 ２
八 幡 台 １
八 幡 台 ２
原 団 地
清 住 町
若 狭 山 団 地
旭 台
旭 台 団 地 １
旭 台 団 地 ２
旭 台 団 地 ３
旭 台 団 地 ４
旭 平 １
旭 平 ２
旭 平 団 地
旭 崎 １
旭 崎 ２
緑 ヶ 丘 団 地
サンステージ
矢 野 下 本 郷
個 人

合　　計 

5,000

30,000

3,000

18,000

51,000

16,000

123,000

5,000
3,000
3,000

6,000
3,000

6,000

5,000

12,000

10,000
53,000

16,000
74,000
97,000
37,000
48,000

110,000
101,000
60,000
63,000
42,000
70,000
38,000

100,000
66,000
64,000
67,000
34,000

220,000
88,000
42,000
75,000
29,000
15,000
19,000
3,000

1,578,000

16,000
79,000

105,000
40,000
48,000

146,000
104,000
63,000
63,000
42,000
70,000
44,000

118,000
66,000
64,000
67,000
34,000

220,000
144,000
42,000

103,000
29,000
15,000
19,000
3,000

10,000
1,754,000

令 和 7 年 度 大 旭 支 部 会 員 会 費 報 告
地区名 法　人 特　別 一　般 金額合計

令
和
７
年
度
会
員
会
費
の
報
告
と
お
礼

　
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
民
生
委
員

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
で
、
次
の

方
々
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。
　（
敬
称
略
）

 

■ 

地
区
　
旭
崎
１
・
２
　
原
団
地

　
・
新
任
者
　
片
野
　
敏
文

　
・
退
任
者
　
阿
部
　
幸
雄

 

■ 

地
区
　
旭
台
団
地
１
・２
・３
・４

　
・
新
任
者
　
塩
田
　
眞
人

　
・
退
任
者
　
阿
久
津
　
英
治

 

■ 

主
任
児
童
委
員

　
・
新
任
者
　
米
田
　
智
子

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
、
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
相
談
の

内
容
に
よ
り
、
市
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ

な
ぎ
ま
す
。
各
地
区
の
委
員
に
連

絡
・
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
学

校
や
福
祉
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
虐
待
防
止
や
子
ど
も
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

※「
改
選
の
お
知
ら
せ
」な
ど
の
詳
細
は
、

　
民
児
協
『
ぬ
く
も
り
№
20
　
３
月
発

　
行
』
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
食
事
会

ふ
れ
あ
い
食
事
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　改
選
の
お
知
ら
せ

笑
っ
て
、
食
べ
て

　
　 

寿
ぎ
の
ひ
と
と
き

笑
っ
て
、
食
べ
て

　
　 

寿
ぎ
の
ひ
と
と
き

（4）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き

蝶 図
鑑 アカタテハ

第１38号
笠間市社会福祉協議会大旭支部

大旭支部長　平 林 英 男
大 旭 支 部 広 報 委員会
令 和 ８ 年 ３ 月 31 日

有 限 会 社 大 塩 企 画

発 行
編 集
発 行日

印 刷

笑顔広がる 南京すだれ

長寿をお祝いした
「まごころのお弁当」

春の祝宴に 華を添えて

こ
と
ほ

こ
と
ほ

ふれあい食事会　☆短歌 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
消防団20分団紹介　旭台団地防災フェスティバル　☆スマホ写真（富士山） ・・・・・・・・・・・・・２
地域とともにある学校づくり（友部第二小学校運営協議会報告） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
民生委員・児童委員改選のお知らせ　令和７年度会員会費報告とお礼　蝶図鑑　あとがき ・・・・・・・４

も
く

じ

口
ご
も
り
僕
を
俺
は
と
言
い
な
お
す

　
　
　
　
　
　
小
一
の
孫
の
静
か
な
脱
皮

『
友
部
短
歌
会
』
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
・

午
後
１
時
か
ら
、
友
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
短
歌
を
学
ん
で
み
た
い
と
思
う

方
、
ご
一
緒
に
歌
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
友
部
図
書
館
に
『
友
部
短
歌
合
同
歌

集
』
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎ 短
歌
大
木
　澄
江（
旭
平
団
地
）

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
の
届
く
ダ
イ
ニ
ン
グ

 「
彼
れ
が
咲
い
た
よ
」「
そ
う
ね
彼
れ
だ
ね
」

あ


